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第
一
章

図
書
館
〜
創
設
か
ら
一
〇
〇
年
ま
で
〜

第
一
節

農
学
校
・
農
科
大
学
の
図
書
館

一
八
七
六
年
八
月
に
開
校
し
た
札
幌
農
学
校
は
、
そ
の
前
年
東
京
か
ら
移
転
し
た
札
幌
学
校
（
開
拓
使
仮
学
校
の
改
称
）
が
農
学
の

専
門
学
課
を
教
授
す
る
高
等
教
育
機
関
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
七
六
年
七
月
現
在
で
洋
書
一
七
八
七
冊
、
和
漢
書
四
三
六

二
冊
の
「
書
籍
室
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
も
そ
の
ま
ま
農
学
校
の
「
書
籍
室
」
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
開
校
か
ら
四
カ

月
ほ
ど
た
っ
た
一
八
七
六
年
十
二
月
に
は
、
北
講
堂
と
寄
宿
舎
の
間
に
延
べ
三
〇
坪
ほ
ど
の
木
造
柾
葺
二
階
建
て
の
「
書
籍
庫
」
が
新

築
さ
れ
、
こ
れ
が
独
立
の
建
物
を
有
す
る
図
書
館
の
起
源
で
あ
る
。

当
初
、
図
書
館
を
管
理
し
た
の
は
予
備
科
の
教
師
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
「
典
籍
」、「
書
籍
係
」な
ど
と
呼
ば
れ
、
最
初
の「
典
籍
」

は
洋
書
部
が
井
川
洌
（
英
語
）
、
和
漢
書
部
は
長
尾
布
山
（
和
漢
学
）
で
あ
っ
た
。
一
八
九
一
年
か
ら
一
八
九
七
年
ま
で
は
単
独
の
「
書

籍
館
主
任
」
と
し
て
本
科
の
新
渡
戸
稲
造
が
就
任
し
た
。
彼
を
も
っ
て
最
初
の
図
書
館
長
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
八
九
九
年
に
は
処
務
規
程
が
改
正
さ
れ
、「
館
長
」
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
館
長
と
な
っ
た
の
は
、
前
年
か
ら

教
務
部
図
書
館
掛
長
の
地
位
に
あ
っ
た
原
十
太
教
授
で
あ
る
。
原
館
長
時
代
は
、
デ
ュ
ー
イ
の
図
書
館
学
校
規
則
に
よ
る
カ
ー
ド
目
録

の
作
成
や
デ
ュ
ー
イ
の
十
進
分
類
法
の
採
用
な
ど
図
書
館
業
務
近
代
化
の
う
え
で
も
画
期
的
な
時
期
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
三
年
六
月
、
札
幌
農
学
校
は
北
一
〜
二
条
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
た
。
そ
の
際
に
新
築
さ
れ
た
図
書
館
は
瓦

屋
根
、
白
亜
の
美
し
い
建
物
で
、
そ
こ
に
は
職
員
閲
覧
室
、
学
生
生
徒
閲
覧
室
、
出
納
室
、
事
務
室
の
ほ
か
四
万
五
〇
〇
〇
冊
収
容
の

煉
瓦
書
庫
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。
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一
九
〇
七
年
、
札
幌
農
学
校
の
大
学
昇
格
に
伴
っ
て
図
書
館
も
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
図
書
館
と
改
称
し
た
。
こ
の
こ
ろ
『
文
武

会
会
報
』
に
載
せ
ら
れ
た
一
利
用
者
の
感
想
は
、
当
時
の
図
書
館
の
状
況
を
し
の
ば
せ
て
興
味
深
い
。「
一
度
図
書
館
を
訪
ふ
者
あ
ら

ば
必
ず
や
三
た
び
喫
驚
せ
ん
。
第
一
其
閲
覧
室
の
一
校
附
属
の
図
書
館
と
し
て
は
広
大
に
し
て
且
清
潔
な
る
こ
と
是
也
。
第
二
設
備
の

大
に
比
し
て
蔵
書
の
甚
僅
少
な
る
事
是
也
。
第
三
閲
覧
室
の
喧
噪
に
し
て
其
学
生
控
室
な
る
か
を
疑
は
し
む
る
事
是
也
」（「
図
書
館
は

控
室
に
非
ず
」『
文
武
会
会
報
』
第
五
一
号
、
一
九
〇
七
年
）。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
専
門
書
は
教
室
に
貸
し
出
さ
れ
、
教
養
書
も
以
前

の
よ
う
に
購
入
さ
れ
ず
、
図
書
館
は
学
生
た
ち
を
満
足
さ
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
節

北
海
道
帝
国
大
学
の
図
書
館

一
九
一
八
年
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
は
北
海
道
帝
国
大
学
と
な
り
、一
九
二
二
年
に
は
勅
令
第
二
五
七
号
に
よ
っ
て
図
書
館
を「
附

属
図
書
館
」
と
改
称
し
、
官
制
上
の
館
長
そ
の
他
の
職
制
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
の
館
長
は
高
岡
熊
雄
農
学
部
教
授
で
あ
る
。
高

岡
は
一
九
〇
五
年
札
幌
農
学
校
の
図
書
館
長
に
就
任
以
来
、
一
九
三
三
年
に
総
長
と
な
る
ま
で
の
二
八
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
本
学

図
書
館
の
発
展
に
努
め
た
。
一
九
二
六
年
勅
令
第
一
七
八
号
を
も
っ
て
附
属
図
書
館
に
司
書
官
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
柴
田
定
吉

が
任
命
さ
れ
た
。
一
九
三
二
年
に
は
高
倉
新
一
郎
（
農
学
部
助
手
）
も
司
書
官
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
九
四
六
年
に
司
書
官
制

度
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
図
書
館
に
は
二
人
の
司
書
官
が
存
在
し
た
。

一
九
四
一
年
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
と
も
に
洋
書
の
輸
入
が
で
き
な
く
な
り
、
和
書
も
出
版
統
制
の
た
め
次
第
に
入
手
困
難
と

な
っ
た
。
ま
た
、
職
員
の
中
で
入
営
す
る
者
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
争
末
期
に
な
る
と
学
生
は
学
業
を
短
縮
さ
れ
戦
争
に
か

り
だ
さ
れ
て
い
っ
た
か
ら
、
後
に
残
っ
た
の
は
女
子
職
員
と
利
用
者
の
い
な
い
虚
ろ
な
図
書
館
の
建
物
の
み
で
あ
っ
た
。
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第
三
節

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館

一

戦
後
復
興
の
こ
ろ

一
九
四
七
年
永
年
の
北
海
道
民
の
要
望
に
応
え
て
設
置
さ
れ
た
法
文
学
部
は
、
設
備
費
・
図
書
費
を
地
元
で
負
担
せ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
敗
戦
の
混
乱
期
に
あ
っ
て
こ
の
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
慢
性
的
な
図
書
飢
渇
の
中
に
あ
っ
て
法
文
学
部
の
教
官
と
学
生

た
ち
は
、
図
書
館
や
戦
前
に
お
い
て
北
大
で
唯
一
の
文
科
系
で
あ
っ
た
農
業
経
済
学
教
室
の
資
料
を
可
能
な
限
り
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
旧
制
予
科
に
代
わ
っ
て
一
九
四
九
年
に
設
立
さ
れ
た
教
養
部
は
、
ク
ラ
ー
ク
像
周
辺
の
農
学
校
・
農
科
大
学
以
来

の
旧
校
舎
を
使
用
し
図
書
館
に
も
っ
と
も
近
か
っ
た
た
め
、
こ
の
こ
ろ
の
図
書
館
利
用
者
の
大
半
は
教
養
部
の
学
生
で
あ
っ
た
。
し
か

し
教
養
部
だ
け
で
二
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
利
用
者
に
比
し
て
、
図
書
館
閲
覧
室
の
収
容
人
員
は
農
学
校
の
こ
ろ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
わ
ず
か
一
〇
〇
人
余
に
す
ぎ
ず
、
総
合
大
学
の
図
書
館
と
呼
ぶ
に
は
あ
ま
り
に
も
貧
弱
な
規
模
で
あ
っ
た
。

二

図
書
館
の
新
築

待
望
の
図
書
館
新
築
第
一
期
工
事
は
一
九
五
八
年
に
着
工
さ
れ
た
が
、
こ
の
建
物
の
大
部
分
は
当
時
窮
迫
し
て
い
た
教
養
部
や
人
文

社
会
科
学
系
学
部
教
官
の
研
究
室
と
し
て
作
ら
れ
た
た
め
、
閲
覧
業
務
は
そ
の
ま
ま
旧
館
で
続
け
ら
れ
た
。
一
九
六
四
年
、
第
二
期
工

事
と
し
て
四
階
建
て
の
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
が
完
成
し
、
そ
の
翌
年
に
は
六
層
の
書
庫
も
完
成
し
た
。
こ
の
新
館
は
四
階
（
一
部
五
階
）
建

て
延
べ
一
万
二
五
一
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
〇
〇
万
冊
収
容
の
積
層
式
書
庫
を
も
つ
建
物
で
、
当
時
国
内
で
最
大
規
模
の
大
学
図
書
館

と
称
さ
れ
、
入
館
者
は
一
挙
に
一
〇
倍
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
大
規
模
な
建
物
が
完
成
し
、
機
構
も
改
め
ら
れ
、
北
大
図
書
館
は
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
理
念
の
も
と
に
運
営
し
て
ゆ
く
か
の
早
急
な
検
討
を
迫
ら
れ
た
。
当
時
は
東
大
図
書
館
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
的

に
「
大
学
図
書
館
の
近
代
化
」
が
叫
ば
れ
始
め
、
文
部
省
も
情
報
図
書
館
課
を
新
設
し
て
大
学
図
書
館
の
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
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始
め
た
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
北
大
図
書
館
改
革
の
輿
望
を
担
っ
て
館
長
に
就
任
し
た
の
が
今
村
成
和
法
学
部

教
授
（
一
九
七
五
年
五
月
学
長
に
就
任
）
で
あ
っ
た
。

三

図
書
館
改
革

図
書
館
は
将
来
計
画
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
そ
の
性
格
を
規
定
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
今
村
館
長

は
大
学
図
書
館
の
機
能
を
総
合
図
書
館
、
研
究
図
書
館
、
学
習
図
書
館
、
保
存
図
書
館
の
四
つ
に
分
類
し
、
附
属
図
書
館
は
そ
の
す
べ

て
を
兼
ね
備
え
る
べ
き
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
図
書
館
の
近
代
化
に
は
全
学
的
協
力
の
必
要
な
こ
と
を
認
識
し
、
こ
れ
ま
で
や
や
も
す

れ
ば
形
式
的
機
関
に
す
ぎ
な
か
っ
た
図
書
館
委
員
会
を
重
視
し
て
、
こ
こ
で
図
書
館
改
革
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
実
質
的
な
審
議
を
行

う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
九
六
七
年
図
書
館
委
員
会
の
中
に
「
北
大
図
書
館
機
構
検
討
小
委
員
会
」
が
発
足
し
、
そ
の
下

部
機
構
と
し
て
「
北
大
図
書
館
事
務
改
善
小
委
員
会
」
の
活
動
も
始
め
ら
れ
た
。
委
員
会
で
は
附
属
図
書
館
と
部
局
図
書
室
の
関
係
が

討
議
さ
れ
、
特
に
教
養
部
、
医
学
部
、
水
産
学
部
に
分
館
を
設
け
る
必
要
性
が
関
係
部
局
の
委
員
か
ら
強
く
要
望
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
新
館
の
開
館
以
後
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
図
書
館
改
革
の
努
力
は
、
一
九
六
九
年
全
国
に
吹
き
荒
れ
た
大
学
紛
争

の
影
響
に
よ
り
一
時
的
に
中
断
さ
れ
た
が
、
紛
争
後
大
学
改
革
の
気
運
の
高
ま
り
と
と
も
に
図
書
館
改
革
の
問
題
も
と
り
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
一
九
七
〇
年
十
一
月
に
は
「
北
海
道
大
学
改
革
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
Ｉ
―
２
専
門
委
員
会
は
「
図
書
館

に
関
す
る
こ
と
」
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
作
業
を
補
助
す
る
た
め
に
委
員
長
（
館
長
）
の
諮
問
機
関
と
し
て
図
書
館
職
員

よ
り
な
る
「
図
書
館
事
務
改
善
委
員
会
」
も
発
足
し
て
い
る
。
専
門
委
員
会
で
は
、
附
属
図
書
館
の
み
な
ら
ず
北
大
全
体
の
図
書
業
務

に
つ
い
て
討
議
し
、
一
九
七
三
年
七
月
最
終
報
告
書
を
評
議
会
に
提
出
し
た
。
そ
こ
で
は
、
自
然
科
学
系
部
局
に
つ
い
て
専
門
分
野
別

図
書
館
の
設
置
を
協
議
す
る
た
め
の
専
門
分
野
別
図
書
連
絡
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
、
人
文
社
会
科
学
系
図
書
室
を
統
合
し
て
附
属
図

書
館
に
人
文
社
会
科
学
系
図
書
館
と
し
て
の
機
能
を
併
せ
持
た
せ
る
問
題
に
つ
い
て
関
係
部
局
及
び
附
属
図
書
館
に
お
い
て
協
議
を
行
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う
こ
と
、
附
属
図
書
館
の
総
合
図
書
館
と
し
て
の
機
能
充
実
と
と
も
に
北
大
図
書
館
機
構
に
お
け
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
網
強
化
の
必
要
が

提
言
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
の
解
決
は
い
ず
れ
も
諸
部
局
の
協
力
を
必
要
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
後
の
進
行
は
必
ず
し
も
は
か
ば

か
し
く
な
か
っ
た
が
、
一
九
七
五
年
四
月
に
は
法
学
部
と
附
属
図
書
館
と
の
図
書
業
務
統
合
が
実
現
し
た
。

第
二
章

二
一
世
紀
を
ひ
ら
く
図
書
館
を
め
ざ
し
て

第
一
節

組
織
と
運
営

一

変
貌
す
る
図
書
館

北
大
創
基
一
〇
〇
年
（
一
九
七
六
年
）
以
降
の
図
書
館
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、「
情
報
化
」
と
い
う
う
ね
り
に
直
面
し
て
き
た
時

代
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
萌
し
は
七
〇
年
代
初
め
に
図
書
館
に
専
用
電
算
機
が
導
入
さ
れ
た
頃
か
ら
既
に
は
じ
ま
っ
て
い
た
が
、

一
九
八
〇
年
一
月
に
学
術
審
議
会
か
ら
「
今
後
に
お
け
る
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
が
答
申
さ
れ
て
以
来
、
大
学
図

書
館
は
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
（
現
「
国
立
情
報
学
研
究
所
」）
を
中
核
と
す
る
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
の
一
員
と
し

て
、
大
き
く
変
容
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
大
学
設
置
基
準
の
改
正
（
一
九
九
一
年
七
月
施
行
）
以
来
、
大
学
改
革
へ
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
お
こ
り
、
北
大
に
お

い
て
も
教
養
部
の
廃
止
に
よ
る
学
部
一
貫
教
育
体
制
へ
の
移
行
、
大
学
院
重
点
化
構
想
に
よ
る
大
学
院
講
座
制
へ
の
移
行
な
ど
、
教
育

環
境
、
研
究
環
境
も
変
化
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
の
進
展
、
大
学
改
革
な
ど
大
学
図
書
館
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
電
算
機
の
導

入
に
は
じ
ま
る
図
書
館
業
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、学
術
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
、北
方
関
係
資
料
の
画
像
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
等
電
子
図
書
館
化
へ
の
取
り
組
み
、
夜
間
開
館
の
拡
大
、
土
・
日
開
館
な
ど
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
向
け
て
附
属

図
書
館
は
大
き
く
変
貌
を
と
げ
て
き
た
。

二

図
書
館
の
将
来
構
想
を
め
ぐ
っ
て

学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
敷
設
、
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
学
内
の
情
報
化
が
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
一
九
八
五

年
、
北
大
図
書
館
の
中
期
的
将
来
構
想
を
検
討
す
る
た
め
の
「
北
海
道
大
学
図
書
館
将
来
計
画
小
委
員
会
」
が
図
書
館
委
員
会
に
設
置

さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
主
と
し
て
北
大
図
書
館
の
現
況
と
情
報
通
信
手
段
の
飛
躍
的
進
歩
へ
の
対
応
を
展
望
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

北
大
図
書
館
の
組
織
機
構
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
人
文
社
会
科
学
系
部
局
と
附
属
図
書
館
と
の
協
議
に
よ
り
業
務
統
合
を
行
い
、
附
属

図
書
館
が
人
文
社
会
科
学
系
研
究
・
学
習
図
書
館
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
、
教
養
分
館
（
現
「
北
分
館
」、
一
九
九
五
年
四
月

教
養
部
の
廃
止
に
伴
な
い
「
北
分
館
」
と
改
称
）
の
教
養
課
程
で
の
教
育
と
学
習
の
た
め
の
機
能
の
高
度
化
と
内
容
の
充
実
、
理
系
分

館
設
置
の
検
討
を
提
案
し
て
い
る
（「
北
海
道
大
学
図
書
館
将
来
計
画
中
間
報
告
」『
楡
蔭
』
七
二
号
、
一
九
八
七
年
）。
人
文
社
会
科

学
系
部
局
と
附
属
図
書
館
と
の
図
書
業
務
統
合
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
五
年
四
月
に
法
学
部
と
附
属
図
書
館
と
の
統
合
が
実
現
し
た
あ

と
は
進
展
が
な
か
っ
た
が
、
こ
の
委
員
会
の
委
員
で
も
あ
っ
た
大
野
公
男
館
長
は
「
文
系
学
部
等
の
御
提
議
に
基
づ
き
、
そ
の
研
究
・

教
育
の
特
性
に
応
じ
た
最
適
の
条
件
を
整
備
し
て
、
資
料
の
移
管
と
業
務
の
統
合
を
果
た
し
た
い
」（
大
野
公
男
「
図
書
館
長
再
任
に

際
し
て
思
う
こ
と
」『
楡
蔭
』
七
二
号
、
一
九
八
七
年
）
と
の
意
向
を
表
明
し
、
そ
の
後
関
係
部
局
と
附
属
図
書
館
と
の
協
議
が
持
た

れ
、
一
九
九
〇
年
四
月
に
経
済
学
部
と
、
一
九
九
六
年
四
月
に
教
育
学
部
と
の
図
書
業
務
を
統
合
し
た
。
た
だ
し
、
法
学
部
と
は
図
書

業
務
の
す
べ
て
を
統
合
す
る
完
全
統
合
で
あ
っ
た
が
、
経
済
、
教
育
両
学
部
と
は
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
学
部
に
残
し
、
受
入
・
目
録
部
門
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を
附
属
図
書
館
に
統
合
す
る
と
い
う
部
分
統
合
の
形
態
が
と
ら
れ
た
。

理
系
分
館
構
想
に
関
し
て
は
、「
中
間
報
告
」
の
提
案
を
受
け
て
一
九
八
七
年
「
理
系
分
館
検
討
小
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
教
養

分
館
に
理
系
分
館
機
能
の
付
与
を
含
め
た
報
告
書
「
北
海
道
大
学
図
書
館
理
系
分
館
検
討
委
員
会
報
告
」
を
図
書
館
委
員
会
（
第
一
四

一
回
、
一
九
八
九
年
三
月
十
六
日
）
に
提
出
し
了
承
さ
れ
た
。
理
系
分
館
構
想
は
自
然
科
学
系
研
究
者
・
学
生
の
比
率
が
高
い
北
大
に

お
い
て
情
報
化
時
代
を
迎
え
て
の
図
書
館
へ
の
期
待
で
も
あ
っ
た
が
、
大
野
館
長
の
後
を
継
い
だ
近
藤
潤
一
館
長
は
、
お
り
か
ら
全
学

将
来
計
画
専
門
委
員
会
に
よ
る
北
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
構
想
が
検
討
中
で
あ
る
こ
と
、
特
に
教
養
部
の
見
直
し
と
も
関
連
す
る
こ
と
で

あ
り
現
時
点
で
は
そ
の
見
通
し
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
教
養
分
館
機
能
の
強
化
と
複
合
し
た
理
系
分
館
構
想
は
、
そ
の

基
盤
が
ゆ
ら
ぐ
可
能
性
も
あ
る
」（
近
藤
潤
一
「
某
日
感
想
」『
楡
蔭
』
七
八
号
、
一
九
八
九
年
）
と
し
、
こ
の
構
想
は
凍
結
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
北
大
改
革
の
方
向
性
に
沿
っ
た
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
が
全
学
で
論
議
さ
れ
て
い
た
一
九
九
三
年
、
近
藤
館
長
は
、
現

本
館
を
「
人
文
社
会
系
研
究
図
書
分
館
」
に
転
換
し
、
自
然
科
学
系
研
究
図
書
館
機
能
、
全
学
教
育
に
関
す
る
総
合
的
な
学
習
図
書
館

機
能
及
び
図
書
館
本
部
機
能
を
備
え
た
「
新
本
館
」
を
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
に
新
築
す
る
と
い
う
試
案
を
公
表
し
た
（
近
藤
潤
一
「
附
属

図
書
館
の
将
来
構
想
と
基
本
的
方
向
」『
楡
蔭
』八
七
号
、
一
九
九
三
年
、
同「
図
書
館
機
能
の
高
度
化
と
大
学
の
情
報
基
盤
」『
楡
蔭
』

九
〇
号
、
一
九
九
四
年
）。

し
か
し
、
近
藤
館
長
に
代
わ
っ
た
三
本
木
孝
館
長
は
、
図
書
館
機
能
の
強
化
・
高
度
化
を
図
る
た
め
に
は
職
員
数
・
資
料
・
機
材
の

ど
れ
を
と
っ
て
も
零
細
な
図
書
館
で
は
対
処
で
き
ず
、
機
能
の
分
散
は
極
力
避
け
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
本
館
と
分
館
を
統
合
す
る
一

館
構
想
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
附
属
図
書
館
の
将
来
像
、
新
営
を
検
討
す
る
た
め
の
「
附
属
図
書
館
将
来
構
想
検
討
小
委
員
会
」
を

設
置
し
た
。
同
委
員
会
は
、「（
一
）
中
央
図
書
館
を
最
適
地
に
新
築
す
る
、（
二
）
現
在
の
北
分
館
の
機
能
を
中
央
図
書
館
に
統
合
し
、

単
一
館
の
体
制
と
す
る
」
こ
と
を
骨
子
と
す
る
「
附
属
図
書
館
将
来
構
想
に
関
す
る
基
本
的
合
意
事
項
」
及
び
「
新
中
央
図
書
館
の
機

能
、
施
設
の
概
要
」（
三
本
木
孝
「
附
属
図
書
館
の
将
来
構
想
」『
楡
蔭
』
九
四
号
、
一
九
九
五
年
）
を
ま
と
め
た
。
こ
の
基
本
的
合
意
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事
項
に
基
づ
い
て
一
九
九
七
年
一
月
「
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
新
営
検
討
小
委
員
会
」
が
発
足
し
、
同
委
員
会
が
作
成
し
た
報
告
書

『
附
属
図
書
館
新
営
構
想
に
関
す
る
報
告
書
〜
二
一
世
紀
を
ひ
ら
く
大
学
図
書
館
を
め
ざ
し
て
〜
』（
一
九
九
八
年
三
月
）
で
は
、
二

一
世
紀
を
国
際
化
、
情
報
化
、
文
化
の
多
様
化
が
一
層
進
展
す
る
時
代
で
あ
り
、
自
然
環
境
と
人
類
の
共
生
の
時
代
、
高
齢
化
と
生
涯

学
習
の
時
代
と
特
徴
づ
け
、
二
一
世
紀
の
大
学
図
書
館
に
ふ
さ
わ
し
い
八
つ
の
理
念
と
六
つ
の
機
能
を
備
え
た
新
図
書
館
の
建
設
を
提

言
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
新
営
構
想
を
検
討
す
る
過
程
で
、「
基
本
的
合
意
事
項
」
で
提
示
さ
れ
た
本
館
と
北
分
館
を
統
合
す
る
一
館
構
想
は
見
直

さ
れ
、
後
に
述
べ
る
と
お
り
北
分
館
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

三

事
務
組
織
の
整
備
と
再
編

附
属
図
書
館
に
事
務
部
課
制
が
敷
か
れ
二
課
五
掛
体
制
と
な
っ
た
の
は
一
九
六
五
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
事
務
組
織
に
つ

い
て
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
二
年
に
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
を
主
眼
と
し
た
組
織
の
改
編
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に

一
九
八
五
年
四
月
に
は
電
算
機
の
導
入
決
定
と
と
も
に
学
術
情
報
課
が
設
置
さ
れ
、
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
対
応
の
新
体
制
に
再
編
さ
れ

た
。
学
術
情
報
課
に
は
雑
誌
に
関
す
る
業
務
を
行
う
学
術
情
報
掛
と
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
の
管
理
・
運
用
を
行
う
情
報
処
理
掛
が
置

か
れ
た
。
ま
た
、
同
年
十
月
に
は
閲
覧
課
に
相
互
利
用
掛
が
新
設
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
三
課
一
一
掛
体
制
と
な
っ
た
。

一
九
八
八
年
四
月
、
全
国
の
事
務
部
課
制
を
敷
い
て
い
る
国
立
大
学
附
属
図
書
館
に
お
い
て
、
情
報
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
名

へ
の
統
一
が
図
ら
れ
、
整
理
課
は
情
報
管
理
課
に
、
閲
覧
課
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
に
、
学
術
情
報
課
は
情
報
シ
ス
テ
ム
課
に
そ
れ
ぞ
れ

改
称
さ
れ
た
。
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図
書
館
専
門
員

庶
務
掛

会
計
掛

図
書
受
入
掛

雑
誌
受
入
掛

北
分
館
情
報
管
理
掛

図
書
館
専
門
員

資
料
サ
ー
ビ
ス
掛

参
考
調
査
掛

相
互
利
用
掛

北
分
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
掛

図
書
館
専
門
員

シ
ス
テ
ム
管
理
掛

目
録
情
報
掛

合 計
４０（１６）人

掛 員 等
２０（１６）人

掛 長
１１人

図書館専門員
３人

課長補佐
２人

課 長
３人

事務部長
１人

図１ 附属図書館組織 （２０００年４月１日現在）

表１ 附属図書館職員数（２０００年４月１日現在）

（ ）内は非常勤職員数（外数）

図
書
館
委
員
会
（
２５
人
）

情
報
管
理
課
長

課
長
補
佐

総

長

館

長

事
務
部
長

情
報
サ
ー
ビ
ス
課
長

課
長
補
佐

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

北
分
館
長

北
分
館
委
員
会
（
１１
人
）
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四

施
設
の
整
備

一
九
八
三
年
、
建
築
後
一
八
年
を
経
過
し
た
本
館
は
、
書
庫
の
狭
隘
化
、
閲
覧
環
境
の
混
雑
、
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
構
想
へ
の
対
応

な
ど
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
や
管
理
運
用
に
支
障
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
増
築
工
事
が
行
わ
れ
、
一
九
八
四
年
九
月
竣
工
し
た
。
こ

の
増
築
は
図
書
館
の
東
西
両
側
に
書
庫
・
閲
覧
室
・
管
理
部
門
を
拡
張
す
る
た
め
に
延
べ
面
積
四
四
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル
を
付
加
し
た

も
の
で
、
書
庫
に
は
電
動
書
架
が
設
置
さ
れ
約
四
〇
万
冊
分
の
収
容
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
開
架
閲
覧
室
は
従
来
の
ほ
ぼ
二

倍
の
面
積
に
拡
張
さ
れ
、
開
架
図
書
冊
数
の
増
加
と
ゆ
と
り
あ
る
読
書
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
狭
隘
か

つ
漏
水
等
の
悪
条
件
を
か
こ
っ
て
い
た
北
方
資
料
室
は
増
築
部
分
の
東
側
四
階
に
移
転
し
、
書
庫
・
閲
覧
室
を
整
備
す
る
と
と
も
に
貴

重
書
を
展
示
す
る
常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
本
図
書
館
の
特
色
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
公
開
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
増
築
の
翌
年
に
は
そ
れ
ま
で
保
存
書
庫
と
し
て
活
用
し
て
き
た
旧
附

属
図
書
館
書
庫
が
取
り
壊
さ
れ
、
九
万
冊
の
図
書
が
本
館
へ
移
管
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に

経
済
学
部
、
教
育
学
部
と
の
図
書
業
務
統
合
に
伴
い
、
両
学
部
蔵
書
が
移
管
さ
れ
る
な
ど

増
築
時
に
予
想
し
た
増
加
数
を
大
幅
に
超
え
、
附
属
図
書
館
は
再
び
書
庫
の
狭
隘
化
に
悩

ま
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
節

図
書
館
資
料
の
収
集
と
保
存

一

学
術
図
書
の
収
集
と
選
定

一
八
七
六
年
、
蔵
書
数
六
一
四
九
冊
の
「
書
籍
室
」
と
し
て
出
発
し
た
北
大
図
書
館
が
、

写真１ 増築になった附属図書館（１９８４年）
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蔵
書
数
一
〇
〇
万
冊
の
大
台
を
越
え
た
の
は
北
大
創
基
九
〇
周
年
を
目
前
に
し
た
一
九
六
五
年
だ
っ
た
。
創
基
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た

一
九
七
六
年
に
は
一
七
一
万
冊
と
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
三
三
七
万
冊
を
超
え
た
。
実
に
こ
の
二
五
年
間
で
ほ
ぼ
二
倍
の
蔵
書
数
に

達
し
た
こ
と
に
な
る
。
附
属
図
書
館
（
北
分
館
を
含
む
）
だ
け
の
蔵
書
数
に
つ
い
て
み
て
も
、
一
九
七
六
年
に
は
六
二
万
冊
だ
っ
た
の

が
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
四
九
万
冊
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
経
済
学
部
、
教
育
学
部
か
ら
の
移
管
図
書
二
四
万
冊
も
含
ま
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
二
倍
の
量
に
増
加
し
て
い
る
。
六
〇
年
代
以
後
の
蔵
書
数
の
急
激
な
増
加
は
、
ま
さ
に
学
術
情
報
の

爆
発
的
増
大
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

附
属
図
書
館
が
収
集
し
て
い
る
資
料
は
、
大
別
す
る
と
学
生
用
図
書
、
学
術
研
究
図
書
、
学
術
雑
誌
及
び
参
考
図
書
で
あ
る
。
資
料

の
選
定
・
収
集
方
針
と
し
て
は
一
九
七
〇
年
に
定
め
ら
れ
た
「
附
属
図
書
館
図
書
選
定
委
員
会
内
規
」
及
び
一
九
七
三
年
制
定
の
「
図

書
選
定
小
委
員
会
選
定
要
項
」
が
あ
り
、
以
後
こ
れ
に
沿
っ
て
選
定
・
収
集
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
制
定
後
二
五
年
以
上
経
過
し
現
状

と
合
わ
な
い
部
分
も
出
て
き
た
た
め
、
一
九
九
九
年
に
こ
れ
ら
の
内
規
は
改
定
さ
れ
た
。

二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
は
学
生
用
図
書
購
入
費
が
学
内
措
置
に
よ
り
大
幅
に
増
額
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
学
生
の
授
業
計
画
（
シ
ラ
バ

ス
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
教
官
推
薦
の
参
考
図
書
す
べ
て
を
本
館
、
分
館
に
備
え
る
と
と
も
に
、
文
庫
・
新
書
・
講
座
・
シ
リ
ー
ズ
等

学
生
の
た
め
の
教
養
書
、
基
本
図
書
を
飛
躍
的
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

学
術
研
究
図
書
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
七
年
度
か
ら
学
内
共
同
利
用
逐
次
刊
行
物
叢
書
類
購
入
費
が
予
算
化
さ
れ
、L

andolt

‐Born-

stein
Z

ahlenw
erte

und
Funktionen

aus
N

aturw
issenschaften

und
T

echnik

な
ど
学
内
で
共
通
に
利
用
さ
れ
る
資
料
を
選
定
・
購
入

し
て
い
る
。
ま
た
、
文
部
省
は
一
九
七
八
年
度
か
ら
全
国
共
同
利
用
図
書
資
料
（
大
型
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
と
し
て
、
学
術
研
究
上
緊
急

に
必
要
な
人
文
社
会
科
学
系
の
一
次
資
料
購
入
費
を
予
算
化
し
た
。
北
大
で
は
、
人
文
社
会
科
学
系
六
部
局
か
ら
提
出
さ
れ
る
選
書
計

画
を
基
に
文
部
省
へ
申
請
し
、
こ
れ
ま
で
に
ス
ヴ
ァ
ー
リ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
テ
ィ
ー
メ

文
庫
等
二
二
点
を
購
入
し
全
国
の
共
同
利
用
に
供
し
て
い
る
。
本
学
に
は
全
国
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
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年平均増加冊数

５７９

９，３１２

２５，７６７

６４，４０４

１１１，０１５

４３，８８４

９０，２６６

７０，３７３

８０，７０９

１１１，５９３

８８，６２３

７９，８９８

７１，２３４

６９，０６０

６７，０６５

９１，４３０

７０，７０８

３２，０２４

６４，２０５

６１，２４７

４７，９３３

６５，７５６

９４，２９３

４６，８２５

６２，８１９

４３，５３３

５２，３１６

４０，２４４

合 計

６，１４９

２３，５２２

３０２，８９７

１，０７５，９２１

１，７１９，９５９

１，８３０，９７４

１，８７４，８５８

１，９６５，１２４

２，０３５，４９７

２，１１６，２０６

２，２２７，７９９

２，３１６，４２２

２，３９６，３２０

２，４６７，５５４

２，５３６，６１４

２，６０３，６７９

２，６９５，１０９

２，７６５，８１７

２，７９７，８４１

２，８６２，０４６

２，９２３，２９３

２，９７１，２２６

３，０３６，９８２

３，１３１，２７５

３，１７８，１００

３，２４０，９１９

３，２８４，４５２

３，３３６，７６８

３，３７７，０１２

部 局

８３７，５６７

１，０９５，０７３

１，１７４，５５７

１，２０５，００９

１，２７０，０８４

１，３１９，７４１

１，３７３，６５１

１，４５６，９９８

１，５２４，８２６

１，５３７，６１５

１，５８４，４１８

１，６３０，９６０

１，６７５，２９３

１，７０７，９５３

１，７４５，８７３

１，７２０，００５

１，７３３，３２９

１，７５５，８５７

１，７４９，４１１

１，７７０，６７７

１，８４０，３２３

１，８１９，２５０

１，８３６，６６２

１，８４７，９６４

１，８７３，３１６

１，８８６，６６４

北分館

――

６５，０３４

６９，０００

７２，８０８

７６，０８７

７９，６８５

８７，７２９

９５，７０９

１０２，０８６

１４５，３４６

１５２，７３０

１５９，５９４

１６７，８６５

１７５，６８０

１８２，３４６

１８８，８１５

１９５，１５５

２０１，００３

２０８，３１４

２３３，８８８

２３９，８８１

２４６，６５２

２５１，４９１

２５５，８０９

２５９，６４９

２６４，３６６

図書館本館

２３８，３５４

５５９，８５２

５８７，４１７

５９７，０４１

６１８，９５３

６３６，０７１

６５４，８２６

６７５，０９２

６８９，５１０

７１３，３５９

７３０，４０６

７４６，０６０

７６０，５２１

８１１，４７６

８３７，５９８

８８９，０２１

９３３，５６２

９６６，４３３

１，０１３，５０１

１，０３２，４１７

１，０５１，０７１

１，１１２，１９８

１，１５２，７６６

１，１８０，６７９

１，２０３，８０３

１，２２５，９８２

年度

１８７６

１９０６

１９３６

１９６６

１９７６

１９７７

１９７８

１９７９

１９８０

１９８１

１９８２

１９８３

１９８４

１９８５

１９８６

１９８７

１９８８

１９８９

１９９０

１９９１

１９９２

１９９３

１９９４

１９９５

１９９６

１９９７

１９９８

１９９９

２０００

表２ 蔵書数の推移

（注）１）１８７６年は７月末、１９０６～１９３６年は各 １々２月末現在
２）１８７６～１９７６年の「年平均増加冊数」は上欄の年からの平均を示す
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同
セ
ン
タ
ー
と
の
関
連
か
ら
ロ
シ
ア
、
東
欧
関
係
の
資
料
が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

二

学
術
雑
誌
の
整
備
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

一
九
七
七
年
、
文
部
省
は
外
国
学
術
雑
誌
を
収
集
・
整
備
・
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
学
内
共
同
利
用
外
国
雑
誌
購
入
費
を
予

算
化
し
た
。
本
学
で
は
こ
れ
を
受
け
て
「
文
部
省
配
当
外
国
雑
誌
購
入
検
討
小
委
員
会
」
を
設
置
し
て
外
国
雑
誌
三
一
誌
を
選
定
し
、

本
館
を
含
め
た
五
つ
の
部
局
図
書
室
に
配
置
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
文
部
省
か
ら
の
配
当
額
は
年
々
減
少
し
た
た
め
、
購
入
雑
誌
の

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
不
足
額
は
自
然
科
学
系
部
局
で
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
方
、
近
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
よ
り
学
術
雑
誌
の
発
行
形
態
も
従
来
の
紙
媒
体
に
加
え
て
電
子
媒
体
で
の
発
行
、
い
わ

ゆ
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
本
学
で
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
九
九
七
年
図
書
館
職
員
有
志
に
よ

り
作
成
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
集
に
は
じ
ま
る
。
こ
れ
は
世
界
中
の
出
版
社
や
学
会
が
作
成
し
て
い
る
雑
誌
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
集

め
た
リ
ン
ク
集
で
、
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
学
内
外
か
ら
の
利
用
を
可
能
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
に
は
北

大
蔵
書
検
索
画
面
か
ら
も
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な
っ
た
。

一
九
九
九
年
か
ら
は
有
料
で
提
供
さ
れ
て
い
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
利
用
も
開
始
し
た
が
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
従
来
の
紙
媒
体
の

雑
誌
と
異
な
り
全
く
新
し
い
形
態
で
あ
る
た
め
、
契
約
、
利
用
、
保
存
、
ア
ク
セ
ス
権
の
確
保
、
管
理
等
に
新
た
な
多
く
の
問
題
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
整
理
す
る
た
め
に
一
九
九
九
年
十
月
全
学
の
図
書
館
職
員
で
構
成
す
る
「
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
が
発
足
し
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
関
す
る
様
々
な
問
題
を
整
理
し
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
「
報
告
書
」
に
ま
と
め
、
図
書
館
委

員
会
に
提
出
し
た
。
図
書
館
委
員
会
に
お
い
て
も
、
学
術
雑
誌
の
重
複
購
入
問
題
と
関
連
付
け
て
全
学
的
な
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
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三

資
料
の
保
存
と
廃
棄

一
九
八
四
年
、
増
築
に
よ
る
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
に
と
も
な
い
そ
の
利
用
方
法
と
し
て
自
然
科
学
系
雑
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
セ
ン

タ
ー
構
想
が
計
画
さ
れ
た
。
こ
れ
は
自
然
科
学
系
部
局
が
所
蔵
す
る
稀
用
雑
誌
を
附
属
図
書
館
に
集
中
保
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
手
狭

に
な
っ
て
い
る
部
局
図
書
室
の
書
庫
狭
隘
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
集
中
管
理
に
よ
る
効
率
的
利
用
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

構
想
は
増
築
完
成
直
後
一
部
実
行
に
移
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
こ
れ
ま
で
保
存
書
庫
と
し
て
活
用
し
て
き
た
旧
附
属
図
書
館
書
庫
が
取
り

壊
さ
れ
、
そ
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
た
図
書
が
本
館
へ
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
セ
ン
タ
ー
用
保
存
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
が
困
難
と
な
り
、
こ
の
計
画
は
白
紙
に
戻
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
有
効
利
用
を
早
急
に
確
立
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
不
用
図
書
の
廃
棄
を
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
本
学
で
は
こ
れ
ま
で
不
用
図
書
と
し
て
廃
棄
を
行
っ
た
こ
と
は
な
く
、
資
料
保
存
の
観
点
か
ら
も
廃
棄
に
は
厳
し
い

条
件
が
求
め
ら
れ
た
が
、
検
討
の
結
果
、
一
九
九
〇
年
「
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
に
お
け
る
図
書
館
資
料
の
不
用
の
決
定
及
び
廃
棄

に
関
す
る
処
理
要
領
」（『
楡
蔭
』
八
〇
号
、
一
九
九
〇
年
）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
要
領
に
基
づ
い
て
一
九
九
一
年
に
附
属
図
書
館
と

し
て
初
め
て
七
九
二
誌
八
〇
三
八
冊
の
重
複
雑
誌
の
不
用
決
定
が
な
さ
れ
た
。
不
用
と
さ
れ
た
資
料
は
学
内
外
の
図
書
館
へ
管
理
換
希

望
の
照
会
を
行
い
、
希
望
の
な
か
っ
た
資
料
の
み
最
終
的
に
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
不
用
と
さ
れ
た
資
料
の
多
く
は
道

内
の
大
学
図
書
館
に
管
理
換
さ
れ
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
要
領
の
整
備
に
よ
り
、
図
書
館
資
料
の
不
用
決
定
や
廃
棄
の
事
務
処
理

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
若
干
の
資
料
収
容
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
た
。
し
か
し
、
資
料
保
存
の
た
め
に
は
、
保
存
庫

の
新
設
か
図
書
館
の
新
営
等
抜
本
的
な
対
策
が
待
た
れ
て
い
る
。
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第
三
節

図
書
館
の
電
算
化

一

電
算
化
へ
の
胎
動

一
九
六
八
年
、
今
村
館
長
は
「
附
属
図
書
館
の
整
備
と
改
善
の
動
き
に
つ
い
て
―
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
白
書
」
の
結
び
で
、
「
図

書
館
業
務
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
さ
れ
る
日
は
、
そ
う
遠
い
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
日
に
備
え
て
の
用
意
も
、
わ

れ
わ
れ
と
し
て
は
怠
り
な
く
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
抜
本
的
改
革
の
糸
口
は
、
お
そ
ら
く
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
」（『
楡
蔭
』
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
六
八
年
）
と
来
る
べ
き
電
算
化
へ
の
期
待
と
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。

同
年
図
書
館
委
員
会
に
「
機
械
化
検
討
小
委
員
会
」
が
発
足
し
、
電
算
機
導
入
へ
の
具
体
的
検
討
が
開
始
さ
れ
た
。
図
書
館
職
員
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
会
開
催
等
の
積
極
的
参
画
が
続
き
一
九
七
四
年
に
は
「
機
械
化
準
備
班
」
が
発
足
し
、
雑
誌
担
当
者
を
中
心
に
し

た
こ
の
動
き
は
一
九
七
六
年
に
事
務
局
の
電
算
機
を
借
用
し
て
「
外
国
雑
誌
一
括
購
入
契
約
」
処
理
を
開
始
す
る
と
い
う
形
で
結
実
し

た
。
翌
一
九
七
七
年
本
館
・
分
館
職
員
よ
り
成
る
「
図
書
館
業
務
電
算
機
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が
発
足
し
、
一
九
八
〇
年
に
は
附

属
図
書
館
が
小
型
電
算
機
を
導
入
し
、
外
国
雑
誌
に
加
え
て
会
計
、
受
入
、
閲
覧
各
業
務
の
部
分
的
電
算
処
理
を
開
始
し
た
。

こ
の
時
期
は
情
報
化
社
会
の
急
激
な
進
展
渦
中
で
、
全
国
的
に
大
学
図
書
館
電
算
化
の
機
運
が
昂
揚
し
、
一
九
八
〇
年
の
学
術
審
議

会
の
文
部
大
臣
答
申
「
今
後
に
お
け
る
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
に
続
い
て
、
翌
一
九
八
一
年
に
は
学
術
情
報
シ
ス

テ
ム
関
連
予
算
が
計
上
さ
れ
、一
九
八
三
年「
東
京
大
学
文
献
情
報
セ
ン
タ
ー
」開
設
、一
九
八
六
年
の「
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー（N

A
C

SIS

）」

へ
の
改
組
と
全
国
レ
ベ
ル
で
の
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
構
想
の
具
体
的
整
備
が
促
進
さ
れ
た
。
相
呼
応
し
て
北
大
で
も
一
九
八
一
年
「
北

海
道
大
学
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
準
備
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
一
九
八
二
年
に
は
図
書
業
務
電
算
化
の
基
本
方
針
と
な
る
「
北
海

道
大
学
に
お
け
る
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
の
具
体
化
に
つ
い
て
」（『
楡
蔭
』
五
六
号
、
一
九
八
二
年
）
学
長
答
申
を
行
う
な
ど
、
キ
ャ
ン

パ
ス
情
報
化
へ
の
期
待
と
要
請
の
強
ま
る
中
で
、
図
書
業
務
の
電
算
化
も
ま
た
着
実
に
準
備
さ
れ
て
い
た
。
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二

図
書
業
務
電
算
化
―
―
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
―
―

一
九
八
一
年
全
学
の
図
書
館
職
員
に
よ
る
「
図
書
業
務
機
械
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が
発
足
し
、
一
九
八
三
年
十
二
月
の
全
学

図
書
（
担
当
）
掛
長
会
議
に
「
北
海
道
大
学
図
書
館
電
算
化
基
本
計
画
」
を
提
示
し
承
認
さ
れ
た
。
翌
年
六
月
に
は
待
望
の
電
算
化
概

算
要
求
実
現
の
見
通
し
が
つ
き
、
全
学
図
書
（
担
当
）
掛
長
会
議
構
成
員
か
ら
な
る
「
図
書
業
務
電
算
化
委
員
会
」（
以
下
、
電
算
化

委
員
会
と
略
称
す
る
）、
下
部
組
織
と
し
て
「
シ
ス
テ
ム
開
発
準
備
部
会
」
が
編
成
さ
れ
た
。
同
部
会
の
予
算
・
図
書
・
雑
誌
・
閲
覧

に
関
す
る
実
務
的
検
討
結
果
は
一
九
八
五
年
二
月
電
算
化
委
員
会
の
承
認
を
受
け
、
続
く
四
月
に
は
念
願
の
電
算
機
導
入
が
決
定
し
た
。

機
種
選
定
に
つ
い
て
は
、
同
年
三
月
図
書
館
委
員
会
で
発
足
の
「
図
書
館
業
務
用
電
子
計
算
機
機
種
選
定
委
員
会
」
が
、
「
提
案
書
」

を
九
社
に
送
付
し
回
答
三
社
の
中
か
ら
、
七
月
日
本
電
気
株
式
会
社
のA

C
O

S610/10

を
選
定
し
た
。
シ
ス
テ
ム
設
計
に
つ
い
て
は
四

月
電
算
化
委
員
会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
「
シ
ス
テ
ム
設
計
実
施
部
会
」
が
当
た
り
、「
北
海
道
大
学
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の

概
要
」
を
策
定
、
八
月
に
は
電
算
化
委
員
会
の
承
認
を
得
た
。
十
一
月
に
は
シ
ス
テ
ム
設
計
書
が
決
定
し
、
電
算
化
業
務
の
内
容
が
明

確
化
し
て
き
た
十
二
月
に
は
実
質
的
な
運
用
・
管
理
開
始
準
備
の
た
め
に
図
書
・
雑
誌
・
所
在
の
各
シ
ス
テ
ム
運
用
部
会
を
立
ち
上
げ

た
。
一
九
八
六
年
明
け
か
ら
東
京
大
学
文
献
情
報
セ
ン
タ
ー
と
の
接
続
テ
ス
ト
を
は
じ
め
講
習
会
や
各
種
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し
、
三
月

全
国
初
め
て
の
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
本
稼
働
を
開
始
し
た
。
こ
の
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
図
書
事
務
処
理
の
電
算

化
を
志
向
し
て
い
た
当
時
の
他
大
学
図
書
館
の
電
算
化
の
方
向
と
は
違
っ
て
、
目
録
・
所
在
情
報
の
効
率
的
利
用
に
主
眼
を
置
い
た
点

で
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
利
用
者
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
目
録
（O

nline
Public

A
ccess

C
atalog,

以
下
、O

PA
C

と
略
称

す
る
）
サ
ー
ビ
ス
開
始
は
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
一
大
革
新
で
あ
っ
た
。
図
書
館
業
務
シ
ス
テ
ム
の
維
持
・
管
理
・
運
用
組
織
と
し
て
は
、

名
称
の
変
遷
こ
そ
あ
れ
当
初
の
全
学
図
書
館
職
員
の
構
成
に
よ
る
各
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
部
会
と
シ
ス
テ
ム
担
当
掛
と
の
効
果
的
協
調
関
係

が
現
在
も
継
続
・
維
持
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
一
九
九
五
年
に
は
機
能
的
に
限
界
に
き
て
い
た
汎
用
機
か
ら
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
・
サ
ー
バ
シ
ス
テ
ム
に
更
新
し
、膨
大
な
デ
ー
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タ
処
理
能
力
に
加
え
て
、
総
合
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
、W

W
W

サ
ー
バ
の
運
用
開
始
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
等
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
展
開
に
相
応
し
い
シ
ス
テ
ム
機
能
へ
の
変
換
を
図
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
図
書
館
は
、
そ
れ
ま
で
の
目
録
・
所
在
情
報
の
提
供
と
利
用

サ
ー
ビ
ス
機
関
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
脱
却
し
、
新
た
な
高
度
情
報
化
時
代
の
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
と
変
容
を
遂
げ
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
九
九
年
に
は
、
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の
新C

A
T

/IL
L

サ
ー
ビ
ス
対
応
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を

果
た
し
、
更
に
機
能
拡
充
に
努
め
て
い
る
。

三

電
子
図
書
館

大
学
図
書
館
の
電
算
化
、
電
子
化
が
急
速
に
進
む
中
で「
大
学
図
書
館
に
お
け
る
電
子
図
書
館
的
機
能
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て（
建

議
）」（
学
術
審
議
会
、
一
九
九
六
年
七
月
）
に
お
い
て
、
大
学
図
書
館
の
急
務
の
課
題
は
学
術
研
究
情
報
の
集
積
機
能
と
発
信
機
能
、

電
子
的
機
能
の
飛
躍
的
向
上
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
全
国
的
に
電
子
図
書
館
的
機
能
の
推
進
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

電
子
化
の
基
本
課
題
、
目
録
所
在
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
北
大
の
電
算
化
の
基
本
理
念
が
「
利
用
者
優
先
」
の

検
索
機
能
と
検
索
の
た
め
の
デ
ー
タ
構
築
に
あ
っ
た
こ
と
に
自
明
で
あ
る
。
目
録
は
図
書
館
業
務
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
業
務
へ
移
行
し
飛
躍
的
に
効
率
化
、
標
準
化
さ
れ
、
利
用
者
はO

PA
C

に
よ
り
カ
ー
ド
目
録
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
利
便
性
を
享

受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
大
は
他
大
学
に
先
駆
け
て
い
ち
早
く
電
算
化
以
前
の
蔵
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
着
手
し
、
学
術
情
報

セ
ン
タ
ー
の
支
援
の
下
に
第
一
期
遡
及
入
力
事
業
（
一
九
八
七
〜
九
〇
年
）
を
実
施
し
図
書
五
二
万
冊
の
デ
ー
タ
入
力
を
行
っ
た
。
こ

の
事
業
は
北
大
の
み
な
ら
ず
発
足
間
も
な
い
全
国
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
一
九
九
〇
年
十
月
に
は
全
国

初
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
力
一
〇
〇
万
冊
を
達
成
し
た
。
そ
の
後
も
学
内
支
援
に
よ
る
第
二
期
（
一
九
九
一
〜
九
五
年
）、
第
三
期
（
一

九
九
六
〜
二
〇
〇
〇
年
）
遡
及
入
力
事
業
が
継
続
推
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
九
九
九
年
か
ら
は
北
大
創
基
一
二
五
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
札
幌
農
学
校
文
庫
、
新
渡
戸
稲
造
文
庫
、
内
村
鑑
三
文
庫
等
の
入
力
も
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
三
月
末
で
八
九
万
冊
の
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遡
及
入
力
が
済
み
、
全
蔵
書
三
三
七
万
冊
の
七
五
％
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
。
こ
の
実
績
は
大
規
模
館
と
し
て
全
国
に
誇
り
う
る
も

の
で
あ
る
。

貴
重
資
料
の
電
子
化
、
発
信
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
二
年
「
北
方
関
係
資
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
委
員
会
」
を
設
置
し
、
翌
一

九
九
三
年
よ
り
科
学
研
究
費
補
助
金
の
採
択
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
対
応
「
北
方
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
築
が
あ

る
。
資
料
の
保
存
と
利
用
の
観
点
か
ら
も
重
要
課
題
で
あ
る
と
し
て
、
現
在
も
継
続
中
の
こ
の
事
業
は
文
字
資
料
の
入
力
か
ら
着
手
し
、

一
九
九
六
年
六
月
か
ら
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の
情
報
検
索
サ
ー
ビ
スN

A
C

SIS

―IR

に
よ
り
公
開
、
同
年
十
月
か
ら
は
北
大
附
属
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
画
像
デ
ー
タ
も
併
せ
て
本
図
書
館
固
有
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
公
開
し
て
い
る
。

情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
本
学
に
お
け
る
先
駆
け
と
し
て
一
九
八
〇
年
二
月
に
医
学
部
図
書
館
がJO

IS

端
末
を
設
置
し
、

M
E

D
L

IN
E

の
検
索
を
開
始
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
附
属
図
書
館
で
は
一
九
八
二
年
に
参
考
調
査
掛
に
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
端
末
を

設
置
し
、D

ialog

やJO
IS

な
ど
学
術
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

学
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
クH

IN
E

S

を
通
じ
て
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
二
年
にC

D

―R
O

M

マ
ル
チ
検
索
シ
ス
テ

ム
と
し
て
開
発
し
たM

E
D

L
IN

E
,

B
IO

SIS

が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
徐
々
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
増
え
、
現
在
で
は
附
属
図
書

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、M

E
D

L
IN

E
,

B
A

on
C

D
,

C
urrent

C
ontents,

C
A

on
C

D
,

PsycIN
FO

,

医
学
中
央
雑
誌
、B

ook
R

eview

D
igest,

M
L

A
International

B
ibliography,

Sw
etScan,

雑
誌
記
事
索
引
（
導
入
順
）
が
利
用
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

二
〇
〇
〇
年
か
らO

PA
C

と
の
リ
ン
ク
機
能
が
追
加
さ
れ
、
検
索
結
果
か
ら
本
学
の
所
蔵
状
況
を
参
照
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
四
節

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
む
け
て

一

O
P

A
C

,
W

W
W

の
衝
撃
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図
書
館
は
資
料
の
検
索
方
法
と
し
て
、
従
来
か
ら
カ
ー
ド
目
録
を
作
成
、
維
持
し
て
き
た
。
し
か
し
、
利
用
者
が
全
学
の
所
蔵
を
確

認
す
る
に
は
附
属
図
書
館
に
唯
一
備
え
付
け
ら
れ
た
全
学
総
合
目
録
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
八
六
年
図
書
館
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
、O

PA
C

が
登
場
し
た
こ
と
で
、
全
学
の
所
蔵
状
況
が
瞬
時
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
学
内
だ
け
で
な
く
、
国
内
や
海
外
の
図
書
館
の
蔵
書
検
索
が
可
能
に
な
り
、
ま
た
、
一
九
九
九
年

六
月
か
ら
はW

eb
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
よ
り
利
用
者
は
各
種
情
報
の
入
手
、
図
書
の
発
注
、
図
書
館
間
相
互
利
用（Inter

L
ibrary

L
oan,

文
献
複
写
や
現
物
貸
借
の
図
書
館
間
相
互
協
力
、
以
下
、IL
L

と
略
称
す
る
）
の
申
込
、
図
書
の
予
約
申
込
な
ど
が
可
能
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
にO

PA
C

やW
W

W

の
登
場
は
、
従
来
の
来
館
型
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
非
来
館
型
サ
ー
ビ
ス
、
図
書
館
に
足
を
運
ば
な
く

て
も
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
と
い
う
画
期
的
変
革
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
た
。

二

開
館
時
間
の
延
長
、
土
・
日
開
館

開
館
時
間
の
延
長
を
求
め
る
利
用
者
の
声
に
応
え
、
一
九
八
一
年
九
月
か
ら
本
館
・
分
館
で
は
平
日
の
開
館
時
間
を
そ
れ
ま
で
の
一

九
時
閉
館
か
ら
二
〇
時
ま
で
に
、
一
九
九
七
年
四
月
か
ら
は
更
に
二
二
時
ま
で
に
延
長
し
た
。

休
日
開
館
に
つ
い
て
も
、
一
九
九
二
年
五
月
か
ら
本
館
・
分
館
は
土
曜
日
は
九
時
〜
一
六
時
三
〇
分
開
館
と
し
、
一
九
九
九
年
四
月

か
ら
は
一
七
時
ま
で
延
長
し
た
。
日
曜
日
も
、
本
館
が
一
九
九
七
年
四
月
か
ら
、
分
館
は
一
九
九
八
年
十
月
か
ら
一
〇
時
〜
一
七
時
ま

で
開
館
す
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
は
土
・
日
と
も
九
時
三
〇
分
〜
一
七
時
ま
で
開
館
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
八
六
年
五
月
か
ら
は
、
図
書
館
業
務
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し
て
貸
出
・
返
却
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
自
動
貸
出

装
置
を
一
九
九
九
年
三
月
分
館
に
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
本
館
に
導
入
し
、
利
用
者
自
身
で
貸
出
処
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

ブ
ッ
ク
・
デ
ィ
テ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
一
九
九
四
年
二
月
分
館
に
、
一
九
九
七
年
四
月
本
館
開
架
閲
覧
室
に
、
二
〇
〇
〇
年
三
月

本
館
参
考
閲
覧
室
に
導
入
し
た
こ
と
で
、
閲
覧
室
へ
の
鞄
類
の
持
ち
込
み
が
自
由
に
な
っ
た
。
一
九
九
九
年
に
は
本
館
・
分
館
の
開
架
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閲
覧
室
に
自
動
入
館
装
置
を
導
入
し
、
入
退
館
を
含
む
利
用
状
況
の
把
握
も
可
能
と

な
っ
た
。

こ
れ
ら
利
用
環
境
の
整
備
も
進
み
、
ま
た
、
経
済
学
部
、
教
育
学
部
と
の
図
書
業
務

統
合
に
よ
る
図
書
資
料
の
集
中
化
に
よ
り
図
書
館
の
利
用
は
漸
増
し
て
い
る
。
最
近
二

五
年
の
本
館
の
館
外
貸
出
冊
数
の
推
移
を
み
る
と
、
一
九
七
六
年
度
五
万
二
四
冊
、
一

九
八
六
年
度
五
万
七
三
五
七
冊
、
一
九
九
一
年
度
七
万
一
一
八
九
冊
、
一
九
九
六
年
度

一
〇
万
三
三
六
五
冊
、
二
〇
〇
〇
年
度
一
一
万
五
一
五
二
冊
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
一

九
九
〇
年
以
降
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

三

図
書
館
間
相
互
協
力
の
発
展

学
術
情
報
が
爆
発
的
な
勢
い
で
増
大
し
続
け
て
い
る
今
日
、
求
め
る
資
料
を
自
分
の

所
属
す
る
大
学
の
図
書
館
の
み
で
入
手
す
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
にIL

L

が
要
請
さ
れ
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
と
の
間
で
も
増
加
し
て
い
る
主

因
が
あ
る
。

学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
九
二
年
四
月
か
らN

A
C

SIS

―IL
L

シ
ス
テ
ム
の
運

用
を
開
始
し
、
本
学
は
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
参
加
し
た
。
一
九
九
三
年
九
月
に
はN

A
C

-

SIS

―IR

か
ら
の
申
込
機
能
が
追
加
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
は
英
国
のB

L
D

SC

（B
ritish

L
ibrary

D
ocum

ent
Supply

C
entre

）、
一
九
九
六
年
か
ら
は
国
立
国
会
図
書
館
へ
依

頼
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。全
学
のN

A
C

SIS

―IL
L

写真２ 図書館開架閲覧室（２０００年）
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処
理
件
数
の
推
移
を
一
九
九
四
年
度
と
二
〇
〇
〇
年
度
で
比
較
す
る
と
、
依
頼
件
数
は
複
写
で
二
倍
、
貸
借
で
三
倍
、
受
付
件
数
は
複

写
、
貸
借
と
も
二
・
三
倍
と
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
は
、
文
献
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
を
本
館
、
北
分
館
、
医
学
部
、
理
学
部
、
農
学
部
、
水
産
学
部
に
導
入
し
運
用

を
開
始
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
はA

R
IE

L

を
採
用
し
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
読
み
取
っ
た
デ
ー
タ
を
フ
ァ
イ
ル
転
送
も
し
く
は
電
子
メ
ー

ル
で
送
り
、
よ
り
迅
速
に
文
献
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

四

広
報
活
動
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
充
実

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
報
『
楡
蔭
』
は
一
九
六
七
年
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
。
今
村
館
長
は
「
発
刊
の
辞
」（『
楡
蔭
』
第
一
巻
第
一

号
、
一
九
六
七
年
）
で
、「
歴
史
に
お
い
て
古
く
、
施
設
と
し
て
す
ぐ
れ
た
本
学
附
属
図
書
館
が
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
図
書
館
活
動
を

展
開
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
こ
に
は
な
お
多
く
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
、「
こ
の
『
楡
蔭
』
が
全

学
に
ひ
ろ
く
散
在
す
る
図
書
関
係
機
関
の
連
絡
を
密
に
し
、
か
つ
、
図
書
館
と
利
用
者
を
つ
な
ぐ
太
い
き
づ
な
と
し
て
発
展
す
る
」
よ

う
期
待
を
述
べ
て
い
る
。『
楡
蔭
』
は
一
九
九
八
年
二
月
に
一
〇
〇
号
を
数
え
た
。

『
楡
蔭
』
は
図
書
館
広
報
誌
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
図
書
館
の
取
り
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
変
更
等
、
利
用

者
に
と
っ
て
身
近
な
情
報
を
よ
り
迅
速
に
届
け
る
も
の
と
し
て
、
速
報
版
『
楡
蔭
レ
タ
ー
』
が
一
九
九
八
年
十
月
か
ら
毎
月
一
回
発
行

さ
れ
て
い
る
。

附
属
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
一
九
九
五
年
九
月
に
開
設
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
学
術
情
報
や
図
書
館
に
関
す
る
情
報
発
信
機
能

が
格
段
に
向
上
し
、
学
内
や
国
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
、
要
望
、
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
い
ま
や
附
属
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
利
用
者
と
図
書
館
を
結
び
つ
け
、
北
大
が
持
つ
膨
大
な
知
的
財
産
を
世
界
に
向
か
っ
て
提
供
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
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ま
た
、
利
用
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
自
由
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
本
館
・
分
館
に
そ
れ
ぞ
れ
総
合
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
情
報

コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
し
、
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
環
境
を
整
備
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
や
電
子
図
書
館
的
機
能
が
充
実
す
る
に
伴
い
、
利
用
者
が
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
支
援
す

る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
原
暉
之
館
長
は
、
こ
れ
を
体
系
的
、
組
織
的
に
す
す
め
る
よ
う
指
示
し
、
一
九
九
七
年
か

ら
①
図
書
館
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
館
内
の
案
内
や
図
書
館
の
利
用
方
法
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
説
明
）、
②
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ガ
イ
ダ

ン
ス
（
学
内
外
の
学
術
文
献
の
基
本
的
な
検
索
や
入
手
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
）、
③
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
特
定
の
検
索
ツ
ー

ル
に
つ
い
て
の
利
用
方
法
の
説
明
）
を
ほ
ぼ
毎
月
開
催
し
て
い
る
。

二
〇
〇
一
年
か
ら
は
「
情
報
探
索
入
門
」
と
し
て
、
全
学
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。

五

国
際
資
料
室

附
属
図
書
館
参
考
閲
覧
室
に
は
「
国
際
資
料
室
」
が
あ
り
、
国
際
連
合
（
以
下
、
国
連
と
略
称
す
る
）
や
欧
州
連
合
（E

U
,

旧E
C

）、

経
済
協
力
開
発
機
構
（O
E

C
D

）
の
資
料
を
収
集
し
、
広
く
学
内
外
の
利
用
に
供
し
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
四
月
、
本
館
はO

E
C

D

寄

託
図
書
館
に
指
定
さ
れ
、
一
九
七
九
年
四
月
に
は
一
九
六
二
年
か
ら
経
済
学
部
で
行
っ
て
い
た
国
連
寄
託
図
書
館
の
業
務
が
附
属
図
書

館
に
移
管
さ
れ
、
一
九
八
二
年
三
月
に
はE

C

資
料
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
開
設
し
た
。

こ
の
間
、
国
連
寄
託
図
書
館
会
議
が
一
九
七
八
年
と
一
九
九
七
年
に
、
ま
た
、
一
九
八
八
年
に
はE

C

資
料
セ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
が

い
ず
れ
も
本
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
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六

北
方
資
料
室

「
北
方
資
料
室
」
は
、
北
海
道
・
樺
太
・
千
島
列
島
・
ロ
シ
ア
極
東
地
方
・
シ
ベ
リ
ア
・
ア
ラ
ス
カ
な
ど
北
太
平
洋
と
ユ
ー
ラ
シ
ア

北
部
の
全
域
に
わ
た
る
文
献
を
収
集
・
管
理
し
て
お
り
、
特
色
あ
る
和
洋
の
図
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
写
本
・
稿
本
、
地
図
・
図

類
、
明
治
初
期
の
御
雇
外
国
人
書
簡
、
明
治
・
大
正
期
の
北
海
道
関
係
写
真
、
場
所
請
負
人
旧
家
文
書
な
ど
を
多
数
所
蔵
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
資
料
形
態
・
構
成
も
多
岐
に
わ
た
り
、
内
容
的
に
も
北
方
地
域
の
全
分
野
に
お
よ
ぶ
資
料
を
収
集
し
て
い
る
機
関
は
国
内

で
は
他
に
み
ら
れ
ず
、
そ
の
集
書
は
北
大
附
属
図
書
館
の
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
学
内
ば
か
り
で
な
く

国
内
外
の
研
究
者
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

北
方
資
料
室
が
開
室
し
た
の
は
一
九
六
七
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
歴
史
は
一
九
三
七
年
十
月
に
全
学
的
な
研
究
施
設
と
し

て
設
置
さ
れ
た
「
北
方
文
化
研
究
室
」
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
研
究
室
が
一
九
六
六
年
「
文
学
部
附
属
北
方
文
化
研
究

施
設
」
に
改
組
さ
れ
て
閉
室
し
た
際
に
、
附
属
図
書
館
が
そ
の
収
蔵
資
料
を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
に
札
幌
農
学
校
以
来
蓄
積
さ
れ
て
き
た

附
属
図
書
館
所
蔵
の
北
方
資
料
を
合
体
し
て
「
北
方
資
料
室
」
を
開
設
し
た
（
秋
月
俊
幸
「
北
大
図
書
館
北
方
資
料
室
の
今
昔
」『
北

大
時
報
』
第
四
五
五
号
、
一
九
九
二
年
）。

北
方
資
料
室
の
開
設
は
、
開
設
以
前
か
ら
北
方
資
料
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
整
備
を
手
掛
け
て
き
た
秋
月
俊
幸
参
考
掛
長
（
開
設
当

時
）
の
熱
意
と
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
、
開
設
後
も
そ
の
充
実
に
力
を
尽
く
し
、
と
く
に
一
九
七
五
年
北
方
資
料
室
主

任
に
就
任
し
て
か
ら
は
本
格
的
な
資
料
の
収
集
・
整
理
に
着
手
し
、
国
内
外
の
北
方
資
料
を
精
力
的
に
収
集
す
る
と
と
も
に
、
詳
細
な

件
名
、
索
引
、
解
題
及
び
注
記
を
付
与
し
た
精
緻
な
目
録『
北
海
道
関
係
地
図
・
図
類
目
録
』、『
開
拓
使
外
国
人
関
係
書
簡
目
録
』、『
日

本
北
辺
関
係
旧
記
目
録
』、『
明
治
大
正
期
北
海
道
写
真
目
録
』、『
同
写
真
集
』を
相
次
い
で
編
纂
・
刊
行
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
資
料
の
検

索
・
利
用
が
著
し
く
容
易
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
資
料
目
録
そ
れ
自
体
が
、
学
術
的
価
値
の
高
い
歴
史
学
的
、
文
献
学

的
成
果
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
秋
月
は
目
録
編
纂
の
業
績
に
よ
り
一
九
八
五
年
度
国
立
大
学
図
書
館
協
議
会
賞
を
受
賞
し
た
。
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七

北
海
道
大
学
沿
革
資
料
室

附
属
図
書
館
で
は
一
九
六
六
年
の
北
大
創
基
九
〇
周
年
記
念
展
示
会
開
催
を
契
機
に
、
北
大
沿
革
関
係
資
料
の
収
集
、
保
存
に
努
め

て
き
た
。
一
九
六
七
年
に
は
「
北
海
道
大
学
が
発
行
す
る
出
版
物
等
の
保
存
に
関
す
る
規
程
」
を
制
定
し
、
学
内
出
版
物
の
収
集
・
保

存
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
利
用
公
開
の
た
め
の
整
備
を
進
め
、
一
九
七
一
年
三
月
「
北
海
道
大
学
沿
革
資
料
室
」
を
開
設
し
た
。

こ
の
資
料
室
に
は
、
開
拓
使
仮
学
校
、
札
幌
農
学
校
以
来
の
北
海
道
大
学
関
係
の
文
書
、
出
版
物
、
写
真
等
が
収
集
・
保
存
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
中
に
は
札
幌
農
学
校
簿
書
や
ク
ラ
ー
ク
は
じ
め
御
雇
教
師
ら
の
書
簡
な
ど
北
大
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
一
次
資
料
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
『
北
大
百
年
史
』
編
纂
に
際
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
、

ま
た
、
札
幌
農
学
校
簿
書
の
一
部
は
『
北
大
百
年
史
』
札
幌
農
学
校
史
料
（
一
）
お
よ
び
（
二
）
と
し
て
翻
刻
さ
れ
た
。

現
在
、
北
大
創
基
一
二
五
周
年
記
念
事
業
「
学
内
の
歴
史
的
資
料
の
整
備
」
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ら
沿
革
資
料
及
び
附
属
図
書
館

所
蔵
の
札
幌
農
学
校
文
庫
、
新
渡
戸
稲
造
文
庫
、
内
村
鑑
三
文
庫
な
ど
の
貴
重
資
料
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
た
め
、
貴
重
資
料

室
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
機
に
ユ
ニ
バ
シ
テ
ィ
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
と
し
て
の
一
層
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。

第
五
節

教
養
分
館
か
ら
北
分
館
へ

一

図
書
館
へ
の
距
離

「
附
属
図
書
館
や
教
養
部
の
よ
う
な
全
学
的
な
施
設
を
何
故
往
復
三
十
分
も
要
す
る
よ
う
な
現
在
地
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。（
中
略
）
教
養
部
図
書
館
新
設
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
」（
井
上
泰
男

「
教
養
部
図
書
館
に
つ
い
て
」『
楡
蔭
』
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
六
七
年
）。
一
九
六
七
年
、
当
時
教
養
部
図
書
委
員
で
あ
っ
た
井
上
泰

男
教
授
の
『
楡
蔭
』
に
寄
せ
ら
れ
た
一
文
は
教
養
部
学
生
の
た
め
の
図
書
館
設
置
の
願
望
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。
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一
九
六
三
年
、
教
養
部
校
舎
が
北
一
七
条
の
地
に
建
て
ら
れ
、
教
養
部
学
生
が
も
っ
と
も
利
用
し
て
い
た
附
属
図
書
館
は
約
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
も
遠
く
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
同
年
十
一
月
に
教
養
部
校
舎
内
に
設
置
さ
れ
た
教
養
部
図
書
室
の
開
設
は
演
習
室
を
転
用
し

た
も
の
で
あ
り
、
教
養
部
学
生
数
四
〇
〇
〇
名
余
に
対
し
て
座
席
数
二
〇
〇
、
所
蔵
図
書
は
約
三
〇
〇
〇
冊
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
声

を
受
け
て
附
属
図
書
館
が
主
体
と
な
っ
て
分
館
建
設
の
概
算
要
求
を
開
始
し
、
一
九
六
九
年
十
二
月
、
待
望
の
教
養
分
館
が
開
館
し
た
。

三
階
建
て
床
面
積
二
四
〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
閲
覧
席
五
七
三
席
、
蔵
書
約
二
万
五
〇
〇
〇
冊
で
ス
タ
ー
ト
し
た
教
養
分
館
は
よ
く

利
用
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
度
は
貸
出
者
・
貸
出
冊
数
と
も
前
年
比
の
五
倍
強
と
な
っ
た
。
入
学
定
員
も
年
々
増
加
の
方
向
で
あ
っ
た
こ

と
、
一
九
七
二
〜
七
三
両
年
度
に
わ
た
っ
て
約
一
六
〇
〇
万
円
の
教
官
指
定
図
書
購
入
費
が
文
部
省
か
ら
配
当
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

さ
ら
な
る
利
用
の
増
加
、
ス
ペ
ー
ス
の
需
要
増
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
新
築
後
二
年
に
し
て
増
築
の
概
算
要
求
を
開

始
し
、
一
九
七
七
年
七
月
、
三
階
建
て
か
ら
四
階
建
て
へ
、
床
面
積
は
四
六
九
七
平
方
メ
ー
ト
ル
へ
と
ほ
ぼ
倍
増
と
な
る
増
築
工
事
が

竣
工
し
た
。
こ
の
増
築
は
単
に
ス
ぺ
ー
ス
の
拡
大
だ
け
で
は
な
く
、
低
学
年
段
階
で
の
教
育
・
学
習
に
お
け
る
視
聴
覚
資
料
利
用
の
有

効
性
に
着
目
し
て
様
々
な
視
聴
覚
施
設
を
設
け
た
こ
と
や
、
初
年
次
学
生
に
図
書
館
資
料
を
活
用
し
た
ゼ
ミ
を
行
え
る
よ
う
に
と
小
演

習
室
（
五
室
）
を
設
け
る
等
、
当
時
と
し
て
は
斬
新
な
学
習
図
書
館
を
実
現
し
た
。

二

資
料
の
整
備
と
拡
大

教
養
分
館
建
設
以
来
、
入
館
者
数
は
入
学
定
員
の
増
加
も
あ
り
約
二
〇
年
間
は
ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い
た
が
一
九
九
二
年
以

降
下
降
傾
向
を
示
し
、
貸
出
者
・
貸
出
冊
数
に
つ
い
て
は
増
築
概
算
要
求
中
の
こ
ろ
が
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
そ
の
後
約
二
〇
年
間
逓
減
し

て
い
っ
た
。
開
架
図
書
貸
出
制
限
の
引
き
上
げ
（
三
冊
か
ら
五
冊
へ
、
一
九
九
七
年
）
も
あ
り
数
年
前
か
ら
上
向
き
と
な
っ
て
い
る
が

ピ
ー
ク
時
の
数
字
を
越
え
て
い
な
い
。
本
館
と
の
比
較
で
見
る
と
二
〇
年
前
は
分
館
の
開
架
図
書
の
貸
出
者
、
貸
出
冊
数
と
も
に
本
館

の
開
架
図
書
の
そ
れ
ら
の
倍
の
数
字
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
九
年
で
は
本
館
開
架
図
書
の
約
八
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
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な
ぜ
、
本
館
で
は
利
用
が
漸
増
し
て
い
る
の
に
分
館
は
近
年
持
ち
直
し
た
と
は
い
え
低
下
し
た
の
か
。
推
定
で
あ
る
が
次
の
二
つ
の

こ
と
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
こ
の
三
〇
年
間
で
貸
出
冊
数
の
ピ
ー
ク
（
六
万
九
三
二
八
冊
）
を
示
し
た
一
九
七
三
年

頃
は
、
待
望
の
新
館
建
設
と
、
当
時
と
し
て
は
高
額
の
予
算
を
伴
っ
た
指
定
図
書
制
度
が
発
足
し
、
教
養
部
担
当
教
官
も
授
業
と
の
一

体
利
用
を
実
践
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
所
蔵
・
提
供
し
て
い
る
学
生
用
図
書
の
有
用
度
が
年
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
相

対
的
に
低
下
し
て
い
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
蔵
書
数
は
「
年
々
増
加
」
と
は
な
っ
て
い
る
が
、
年
間
一
〇
〇
〇
冊
程
度
の
購
入
経
費

で
は
、
か
つ
て
の
「
指
定
図
書
」
が
学
生
用
図
書
の
大
き
な
核
で
あ
る
と
い
う
状
況
が
続
く
こ
と
と
な
り
、
利
用
者
の
新
し
い
需
要
に

充
分
対
応
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
学
生
用
図
書
購
入
費
が
大
幅
に
増
額
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
指
定
図

書
制
度
導
入
時
以
上
の
資
料
の
充
実
に
よ
る
利
用
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

三

分
館
の
「
存
続
」
を
め
ぐ
っ
て

一
九
八
一
年
、
教
養
分
館
に
隣
接
し
た
場
所
に
言
語
文
化
部
が
設
置
さ
れ
、
教
養
分
館
は
教
養
部
及
び
言
語
文
化
部
の
研
究
支
援
を

も
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
学
習
図
書
館
機
能
の
面
で
も
一
層
の
拡
充
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
第
一
節
で
述
べ
た
と
お
り
一
九
八
五
年
以
降
、
北
大
図
書
館
の
将
来
構
想
を
検
討
し
始
め
た
こ
ろ
か
ら
、
教
養
分
館
へ
の

理
系
図
書
館
機
能
の
付
与
、
或
い
は
本
館
と
分
館
を
統
合
す
る
一
館
構
想
な
ど
北
大
図
書
館
の
組
織
機
構
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て
様
々

な
提
案
が
な
さ
れ
、
分
館
の
将
来
像
が
大
き
く
揺
れ
動
い
た
。

北
分
館
の
存
続
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
決
着
を
見
た
の
は
一
九
九
七
年
で
あ
っ
た
。
同
年
、
原
暉
之
館
長
は
図
書
館
新
営
構
想
を
検

討
す
る
過
程
で
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
」
の
策
定
に
よ
り
全
学
教
育
の
場
が
こ
れ
ま
で
ど
お
り
旧
教
養
部
校
舎
を
中

心
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
北
分
館
の
地
理
的
軸
足
が
定
ま
っ
た
こ
と
か
ら
「
附
属
図
書
館
将
来
構
想
に
関
す
る
基
本
的
合
意
事

1299 附属図書館



項
」（
既
出
）
で
提
示
さ
れ
た
本
館
と
分
館
を
統
合
す
る
一
館
構
想
を
見
直
し
、
北
分
館
の
存
続
と
機
能
充
実
を
提
議
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
吉
野
悦
雄
北
分
館
長
は
北
分
館
委
員
会
（
第
一
二
一
回
、
一
九
九
七
年
九
月
十
一
日
）
に
「
①
メ
イ
ン
機
能
と
し
て
、
低
学
年

次
学
生
を
対
象
と
す
る
学
習
支
援
、
②
副
次
的
な
機
能
と
し
て
、
北
分
館
周
辺
諸
部
局
の
高
学
年
次
・
院
生
及
び
教
官
を
対
象
と
す
る

学
習
・
研
究
支
援
機
能
及
び
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
を
充
実
さ
せ
、
併
せ
て
高
度
情
報
化
社
会
に
即
し
た
学
習
支
援
機
能
を
高
め
る
方
向

で
北
分
館
の
存
続
を
図
る
」
こ
と
を
提
案
し
了
承
さ
れ
た
。
つ
い
で
図
書
館
委
員
会
（
第
一
七
〇
回
、
一
九
九
七
年
十
月
二
十
九
日
）

に
お
い
て
も
北
分
館
の
存
続
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
機
能
充
実
を
図
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
（
原
暉
之
「
北
分
館
の
機
能
充

実
の
た
め
に
」、
吉
野
悦
雄
「
北
分
館
の
将
来
像
」『
楡
蔭
』
九
九
号
、
一
九
九
七
年
）。

四

二
〇
〇
〇
年
北
分
館

二
〇
〇
〇
年
春
、
北
分
館
隣
接
地
域
の
諸
施
設
が
新
築
、
改
修
さ
れ
装
い
を
新
た
に

し
た
。
北
分
館
北
隣
に
放
送
大
学
と
の
合
築
建
物
で
あ
る
情
報
教
育
館
が
北
分
館
と
二

階
部
分
で
接
合
す
る
形
で
完
成
し
た
。
低
学
年
教
育
施
設
で
も
あ
る
高
等
教
育
機
能
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
旧
教
養
部
校
舎
）
の
改
修
工
事
も
行
わ
れ
、
こ
の
工
事
の
一
環
と

し
て
北
分
館
四
階
や
外
装
も
全
面
的
に
改
修
さ
れ
た
。
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
、
言
語
文
化
部
、
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
、
情
報
教
育
館
、
北
分
館
の
す
べ

て
が
二
階
渡
り
廊
下
で
通
じ
て
い
る
。

情
報
教
育
館
二
階
に
設
け
ら
れ
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
公
開
利
用
室
は
北
分
館
二
階
閲

覧
室
と
一
体
化
さ
れ
て
い
て
、
同
室
で
は
、
講
義
教
材
・
自
習
教
材
や
一
般
基
礎
教
養

の
た
め
の
視
聴
覚
資
料
約
三
〇
〇
〇
タ
イ
ト
ル
を
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

写真３ 北分館４階情報化対応学習支援フロア（２０００年）
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四
階
に
は
、
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
、
札
幌
近
郊
の
山
々
を
三
方
に
見
渡
せ
る
約
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
情
報
化
対
応
学
習
支
援
フ
ロ

ア
が
広
が
る
。
情
報
端
末
を
備
え
た
閲
覧
席
や
個
人
閲
覧
ブ
ー
ス
、
講
習
会
や
ゼ
ミ
に
も
使
用
で
き
る
学
術
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
ル
ー
ム

等
々
、
図
書
資
料
は
も
と
よ
り
情
報
端
末
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
資
料
を
統
合
的
に
活
用
し
学
習
・
リ
ポ
ー
ト
作
成

等
を
行
え
る
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。

教
養
分
館
建
設
か
ら
三
一
年
、「
情
報
化
」
が
学
習
環
境
と
し
て
の
図
書
館
に
も
変
化
を
求
め
て
い
た
。
図
書
館
情
報
化
が
図
書
館

業
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
化
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
環
境
と
し
て
の
電
子
図
書
館
の
提
供
に
踏
み
込
み
は
じ
め
た
年
で

あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
度
の
北
分
館
入
館
者
数
は
四
一
万
九
六
二
一
人
、
貸
出
冊
数
は
七
万
九
二
一
四
冊
と
、
と
も
に
過
去
最
高
を
越
え
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
資
料
の
利
用
に
至
っ
て
は
前
年
度
の
ほ
ぼ
二
倍
に
増
加
し
た
。

あ
と
が
き

本
稿
は
附
属
図
書
館
の
歴
史
を
二
章
の
構
成
と
し
、
第
一
章
は
図
書
館
の
創
設
か
ら
北
大
創
基
一
〇
〇
年
ま
で
を
記
述
し
た
『
北
大

百
年
史
』
部
局
史
「
附
属
図
書
館
」
を
山
口
國
雄
が
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
章
は
、『
北
大
百
年
史
』
以
降
の
二
五
年
を
主
題

別
に
五
節
に
分
け
、
第
一
節
を
山
口
國
雄
、
第
二
節
を
佐
藤
清
一
、
第
三
節
を
佐
々
木
光
子
、
第
四
節
を
畠
山
輝
敏
、
第
五
節
を
宇
野

弘
純
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
執
筆
し
た
。
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付

録

歴
代
館
長
・
北
（
教
養
）
分
館
長
・
司
書
官
・
事
務
長
・
事
務
部
長

書
籍
館
主
任

新
渡
戸
稲
造

一
八
九
一
〜
九
七

大
島
金
太
郎

一
八
九
七
〜
九
八

館
長原

十
太

一
八
九
八
〜
一
九
〇
四

大
島
金
太
郎

一
九
〇
四
〜
〇
五

高
岡

熊
雄

一
九
〇
五
〜
三
四

上
原
轍
三
郎

一
九
三
四
〜
四
六

松
田

武
雄

一
九
四
六
〜
五
三

竹
岡

勝
也

一
九
五
三
〜
五
五

高
倉
新
一
郎

一
九
五
五
〜
五
七

風
巻
景
次
郎

一
九
五
七
〜
五
八

武
田

信
一

一
九
五
八
〜
五
九

宮
崎
孝
治
郎

一
九
五
九
〜
六
三

酒
井

忠
明

一
九
六
三
〜
六
五

今
村

成
和

一
九
六
五
〜
七
一

福
島

久
雄

一
九
七
一
〜
七
三

早
川

泰
正

一
九
七
三
〜
七
七

高
嶋

正
彦

一
九
七
七
〜
七
九

塩
谷

饒

一
九
七
九
〜
八
三

東

晃

一
九
八
三
〜
八
五

大
野

公
男

一
九
八
五
〜
八
九

近
藤

潤
一

一
九
八
九
〜
九
四

三
本
木

孝

一
九
九
四
〜
九
六

吉
田

宏

一
九
九
六
〜
九
七

原

暉
之

一
九
九
七
〜

教
養
分
館
長

阿
部

保

一
九
六
九
〜
七
一

五
十
嵐
三
郎

一
九
七
一
〜
七
三

和
田

謹
吾

一
九
七
三
〜
八
〇

永
井

義
哉

一
九
八
〇
〜
八
二

佐
伯

有
清

一
九
八
二
〜
八
三

高
田

誠
二

一
九
八
三
〜
八
九

東
出

功

一
九
八
九
〜
九
三

片
桐

千
明

一
九
九
三
〜
九
五

北
分
館
長

杉
山

滋
郎

一
九
九
五
〜
九
七

吉
野

悦
雄

一
九
九
七
〜

司
書
官

柴
田

定
吉

一
九
二
六
〜
四
六

高
倉
新
一
郎

一
九
三
二
〜
四
六

事
務
長

柴
田

定
吉

一
九
四
九
〜
五
二

三
上

孝
正

一
九
五
二
〜
五
五

武
田

暹

一
九
五
五
〜
六
四

事
務
部
長

村
田

豊
雄

一
九
六
五
〜
六
七

斉
木

一
郎

一
九
六
七
〜
七
八

矢
部

一
郎

一
九
七
八
〜
八
二

平

清
二

一
九
八
二
〜
八
四

松
川

衞

一
九
八
四
〜
八
六

酒
井

豊

一
九
八
六
〜
八
八

齋
藤
現
太
郎

一
九
八
八
〜
九
〇

宮
島

太
郎

一
九
九
〇
〜
九
二

金
井

孝

一
九
九
二
〜
九
四

遠
藤

勝
久

一
九
九
四
〜
九
六

三
上

洋
由

一
九
九
六
〜
九
八

尾
崎

一
雄

一
九
九
八
〜
二
〇
〇
〇

坂
上

光
明

二
〇
〇
〇
〜
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年

表

一
八
七
六
（
明
９
）

８
・
１４

札
幌
農
学
校
開
校
。「
書
籍
室
」
を
設
置

１２
・

建
坪
一
五
坪
二
層
の
書
籍
庫
を
新
築

一
九
〇
三
（
明
３６
）

６
・

現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
白
亜
の
図
書
館
新
築

一
九
〇
七
（
明
４０
）

６
・
２２

札
幌
農
学
校
の
大
学
昇
格
に
伴
い
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大

学
図
書
館
と
改
称

一
九
一
四
（
大
３
）

１０
・
２０

閲
覧
室
と
事
務
室
増
築
。
電
燈
を
設
置
し
夜
間
利
用
開
始

一
九
一
八
（
大
７
）

３
・
３０

北
海
道
帝
国
大
学
図
書
館
と
改
称

一
九
二
二
（
大
１１
）

１２
・

三
階
建
て
延
べ
七
二
坪
の
書
庫
増
築

一
九
二
九
（
昭
４
）

１１
・
１０

閲
覧
室
の
増
築
工
事
竣
工

一
九
四
七
（
昭
２２
）

１０
・
１

官
制
改
正
に
よ
り
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
と
改
称

一
九
五
八
（
昭
３３
）

８
・
３１

図
書
館
新
営
工
事
着
工

一
九
六
五
（
昭
４０
）

４
・
１

部
課
長
制
が
し
か
れ
、
二
課
五
掛
を
お
く

６
・
１７

図
書
館
新
営
工
事
完
了
し
、
落
成
式
を
挙
行

一
九
六
九
（
昭
４３
）

１２
・
１５

附
属
図
書
館
教
養
分
館
新
築
・
開
館

一
九
七
五
（
昭
５０
）

４
・
１

法
学
部
の
図
書
業
務
を
統
合

一
九
七
六
（
昭
５１
）

８
・
２

整
理
課
に
学
術
資
料
掛
を
設
置

９
・
１４

創
基
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
北
海
道
大
学
沿

革
資
料
・
写
真
展
示
会
を
開
催
（
〜
９
・
１８
）

一
九
七
七
（
昭
５２
）

７
・

教
養
分
館
増
築
工
事
竣
工

一
九
七
八
（
昭
５３
）

４
・
１

教
養
分
館
二
掛
（
整
理
掛
、
閲
覧
掛
）
と
な
る

一
九
八
一
（
昭
５６
）

１０
・
１

言
語
文
化
部
の
図
書
業
務
を
統
合

一
九
八
四
（
昭
５９
）

６
・
２５

図
書
業
務
電
算
化
委
員
会
、
シ
ス
テ
ム
開
発
準
備
部
会
発
足

一
九
八
五
（
昭
６０
）

１
・
９

附
属
図
書
館
増
築
工
事
が
完
了
し
、
記
念
式
典
を
挙
行
。
北

方
資
料
展
・
貴
重
資
料
展
を
同
時
開
催

４
・
１

学
術
情
報
課
を
設
置
し
、
学
術
情
報
掛
と
情
報
処
理
掛
を
置

く

６
・
１３

山
田
常
雄
、
秋
月
俊
幸
、
国
立
大
学
図
書
館
協
議
会
賞
受
賞

１０
・
１

閲
覧
課
に
相
互
利
用
掛
を
設
置
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一
九
八
六
（
昭
６１
）

３
・

北
海
道
大
学
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始

一
九
八
七
（
昭
６２
）

１
・

『
北
海
道
大
学
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
』
刊
行

一
九
八
八
（
昭
６３
）

４
・
８

整
理
課
を
情
報
管
理
課
、
閲
覧
課
を
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
、
学

術
情
報
課
を
情
報
シ
ス
テ
ム
課
と
改
称

一
九
八
九
（
昭
６４
、
平
１
）

４
・
１

掛
名
を
図
書
受
入
掛
、
目
録
情
報
掛
、
資
料
サ
ー
ビ
ス
掛
、

分
館
情
報
管
理
掛
、
分
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
掛
と
改
称

一
九
九
〇
（
平
２
）

４
・
１

経
済
学
部
の
図
書
業
務
を
部
分
統
合

１０
・
２９

北
大
蔵
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
一
〇
〇
万
冊
入
力
達
成
、
記

念
祝
賀
会
を
挙
行

一
九
九
二
（
平
４
）

５
・

オ
ン
ラ
イ
ンC

D

―R
O

M

マ
ル
チ
検
索
サ
ー
ビ
ス
開
始

５
・

週
休
二
日
制
に
伴
い
土
曜
開
館
を
実
施

一
九
九
五
（
平
７
）

４
・
１

教
養
部
の
廃
止
に
伴
い
教
養
分
館
を
北
分
館
と
改
称

９
・

附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

一
九
九
六
（
平
８
）

４
・
１

教
育
学
部
の
図
書
業
務
を
部
分
統
合

６
・
１

「
北
方
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
をN

A
C

SIS

―IR

で
サ
ー
ビ
ス

開
始

７
・
１

本
館
、
分
館
に
総
合
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
開
設

１０
・

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
対
応
「
北
方
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
附

属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

１０
・
５

創
基
一
二
〇
周
年
記
念
公
開
事
業
の
一
環
と
し
て
「
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
大
学
図
書
館
」
開
催
（
〜
１０
・
７
）

一
九
九
七
（
平
９
）

３
・

附
属
図
書
館
ロ
ビ
ー
に
常
設
展
示
場
を
開
設
（
第
一
回
企
画

展
「
北
の
幕
開
け
」
開
催
）

４
・

日
曜
開
館
を
実
施

一
九
九
八
（
平
１０
）

４
・
１

学
術
情
報
掛
を
雑
誌
受
入
掛
、
情
報
処
理
掛
を
シ
ス
テ
ム
管

理
掛
と
改
称

１０
・
１

図
書
館
報
速
報
版
『
楡
蔭
レ
タ
ー
』
創
刊

二
〇
〇
〇
（
平
１２
）

３
・

北
分
館
四
階
閲
覧
室
改
修

４
・

北
分
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
公
開
利
用
室
開
設

４
・

文
献
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
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